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おわりに 

 

 

 本書は、教科書としても使用可能なものを目指しつつ、コラムを設ける等、読み易さに

も工夫をしました。独立行政法人家畜改良センターの技術マニュアルシリーズとしては、

かなり異質なものとなりましたが、結構役立つものが出来たのではないかと自分としては

思っております。このうち、コラムだけ拾い読みしてもかなり面白かったのではないでし

ょうか。 

 

 人工授精のところでは岡崎牧場での方法を載せました。技術の基本は同じだとしても実

際のやり方は施設の数だけ方法もあると思います。これから始められる人は、岡崎牧場で

の方法を参考にして自分の施設に合った方法を考えていただければと思います。また、人

工授精で一番難しいのは精液を絞る時の力加減です。これは言葉で上手く表現出来ません

ので、いろんな鶏で絞ってみるしかありません。それと、人工授精を繰り返し同じ雌に行

うと受精率が下がるということがまだ言われているようですが、私たちの経験からは決し

てそのようなことはありません。もし、受精率が低下するのであれば、是非、岡崎牧場の

方法を試してみて下さい。 

 

 凍結精液は、受精率にばらつきがあること、個体別凍結保存の場合に作業が簡易に実施

できないこと等、まだ確立されたとは言えない技術であり、現在もいかに改良するかを検

討しているところであります。ただ単に岡崎牧場の方法を書いてもどうかと思ったので、

各研究者の方法も載せました。鶏の凍結精液を試験される方は、ここにあげた方法すべて

を試してみてはどうでしょうか。また、他の研究者の方法に、希釈液だけ岡崎牧場のもの

を用いるなど、組み合わせを試みても面白いと思います。ちなみに岡崎牧場での受精率で

すが、90%程度の受精率が得られたこともありましたが、大抵は 40～80%と大きくばらつ

いています。その理由が分かれば、技術の確立に繋がるのですが…。 

 

 胚盤葉キメラは、これからジーンバンクに活用出来るとの判断から載せました。岡崎牧

場では、操作した胚の 7～9割が羽毛キメラとなって発生します。そして、羽装に関係なく

3～5 割のヒナが生殖系列キメラになっています。肝心なのは、それぞれの個体でどれだけ

生殖系列がドナー細胞由来のものに置き換わっているかです。生殖系列キメラと確認され

た個体のうち、中には生殖系列が 4 割以上置き換わった個体もたまに発生しますが、大抵

は 3 割以下です。研究者によっては、もっと高率に発生させている人もいるので技術的な

問題があるのかもしれません。 

 



 付録のつもりで、統計処理について少し載せました。統計学を全く理解していない人に

これだけ読んで検定しろと言っても無理な話だとは思いますが、取りあえずザッと読むと

統計学の教科書が読みやすくなり統計ソフトの使い方も理解しやすくなると思います。 

 

 気がつけば本文だけで 108 ページまでになってしまいました。最初に書きましたが、こ

の技術マニュアルのシリーズに比較して、コラムを設ける等異質なものですが、実際に行

う人に対しては非常に役立つものになったと思いますし、これを読んで鶏に興味を持つ人

も増えてくれればと期待しています。また、もっと詳しく知りたい方には、参考図書を最

後に載せましたので是非そちらもお読みいただければと思います。 
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